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【TDM実施概要】
■対象エリア：下図に示す郡山市役所北部エリア
■実施期間：令和3年10月4日～29日の月・金曜日をエコ通勤実施日

と設定
■取組み内容：在宅勤務、時差出勤、徒歩・自転車通勤の推奨、

公共交通利用促進等
■目標：
①TDMの実施によりピーク時交通量15％削減を目指し、1日あたり 自家

用車通勤の従業者の15％がTDMを実施すること
②ピーク時交通量の削減により、エリア内主要渋滞箇所のピーク時速度20

㎞/h以上へ向上

1１．TDM施策の取り組みについて：県中・県南地区 P1

TDM施策検討に関するアンケート調査の実施
・アンケート実施期間：令和3年1月～2月
・候補箇所周辺に位置する企業・行政施設等に配布

来年度のTDM施策の実施に関する検討

TDM施策の実施に向けた詳細な準備

TDM施策の実施期間
・モニタリングの実施（交通量・速度、アンケートによるTDM実施状況の把握）
・効果検証

渋滞対策連絡協議会にて、
「TDM施策対象エリア」、「TDM施策実施内容」の決定

各地区WGにて、
具体的な「TDM施策実施方法」、「TDM施策実施期
間」に関する意見交換

渋滞対策連絡協議会にて、
「 TDM施策実施方法」、「TDM施策実施期間」の決定

・地区WGでの意見交換を踏まえてTDM施策について調整

TDM施策の実施結果報告
・地区ＷＧ、渋滞協で、TDM施策の実施結果について報告

●関係機関、エリア内事業所のご協力により、郡山市役所北部エリアを
対象としたエコ通勤を実施

（１）TDM施策実施概要

▼TDM施策対象エリア
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桑野三丁目

開成山
豊田町

郡山市役所北部エリア

出典：地理院地図に主要渋滞箇所等を追記して掲載
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2１．TDM施策の取り組みについて：県中・県南地区 P2

（２）広報活動
●郡山市役所北部エリアの67事業所に対し、関係機関で分担しエコ通勤へのご協力の依頼を実施。協力意向を示して頂いた事業所は、32事業所。
●エコ通勤の協力を呼びかけるチラシ、ポスターを作成。エコ通勤の取組みメニュー、時差出勤の推奨に向けたピーク時間帯の紹介、エコ通勤のメリット等を記載。
●その他、郡山市の広報誌、ラジオでの広報も実施。

種類 概要
チラシ 67箇所に配布

ポスター 100枚配布、67箇所に配布

広報誌 広報こおりやま10月号に掲載

ラジオ
●ココラジ：10/15（金）7:53～7:58
（楽都郡山インフォメーション）

●ｒｆｃ ラジオ福島：10/16（土）
8:40～8:45（郡山市民ニュース）

HP

●郡山国道事務所
https://www.thr.mlit.go.jp/koriyama/top/commute.html
●福島県
https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41035a/ecotukin.h
tml

記者発表 郡山市 令和３年10 月１日

▼広報活動▼TDM広報チラシ

▼広報こおりやま10月号の掲載記事



毎回取組んだ
4.5%

できる範囲で
取組んだ
19.3%

1回は取組んだ
7.8%

取組まなかった
68.3%

3１．TDM施策の取り組みについて：県中・県南地区 P3

●自動車通勤者のうち、エコ通勤に1回以上取り組んだ人は全体の約３割を占めるものの、毎回取り組んだ人は1割未満と少ない。
●自動車通勤者のうち、エコ通勤に取り組んだ人が行った取り組みの内容は、時差出勤が最も多く、全体の約４割を占める。

▼エコ通勤に取り組んだ頻度（自動車通勤者） ▼エコ通勤で取り組んだ内容（自動車通勤者）

（３）TDM施策への協力状況

出典：エコ通勤事後アンケート調査結果

1回以上
エコ通勤に
取り組んだ回答者
32％

N=243
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40.3%
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6.5%

15.6%

6.5%

5.2%
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徒歩・自転車通勤

公共交通の利用促進

直行直帰

Web会議

その他

N=77 ※複数回答
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さくら通り

うねめ通り東進

内環状線南進

さくら通り東進

うねめ通り西進

さくら通り西進

4１．TDM施策の取り組みについて：県中・県南地区 P4

（４）TDM施策による交通量の変化
●エコ通勤対象日であるR3.10（月曜・金曜）の交通量は、過年度同時期の交通量と比較し若干減少。
●時間帯別交通量をみると、最も交通量の集中する時間帯の交通量は前年同時期と比較して減少しており、若干交通の分散が図られた。
●TDMの目標の1つが「ピーク時交通量15％削減」であったが、3％の削減にとどまった。
●交通量の削減がわずかとなった要因の１つとして、エコ通勤対象日が月曜・金曜であることの認知があまりされていなかったことが挙げられる。

エコ通勤対象エリア

集計対象県警トラカン観測位置
集計対象県警トラカン観測方向

▼効果検証対象県警トラカン位置

▼エコ通勤エリア流入交通量 時間帯別変動（県警トラカン代表5箇所の合計交通量）
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41.6%知らなかった

57.1%

無回答 1.3%

N=77

エコ通勤対象日が「月
曜・金曜」と認知してい
る割合が少ないため、

曜日関係無く
エコ通勤実施をされた

可能性がある

▼エコ通勤対象日が月曜・金曜日(10/4～29)と
知っていた割合※

出典：エコ通勤事後アンケート調査結果

出典：「断面交通量情報」（公益財団法人日本道路交通情報センター https://www.jartic.or.jp/service/opendata/)を加工して作成

※自動車利用者で、1回以上
エコ通勤に取り組んだ回答者
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▼エコ通勤エリア流入交通量(7時台)（県警トラカン代表5箇所の合計交通量）

出典：「断面交通量情報」
（公益財団法人日本道路

交通情報センター
https://www.jartic.or.jp/s
ervice/opendata/)を加工し
て作成

出典：地理院地図に主要渋滞箇所等を追記して掲載
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5１．TDM施策の取り組みについて：県中・県南地区 P5

（５） TDM施策による旅行速度の変化
●エコ通勤対象エリアの主要路線の速度をみると、令和元年10月、令和2年10月では、曜日によって平均速度に大きな差異は見られな

かった。
●エコ通勤を実施した令和3年10月では、対象日とした月曜・金曜日は前年同時期より若干速度向上が見られる。

▼効果検証対象路線 ▼郡山エコ通勤エリア代表路線の速度（7時台）

(一)河内郡山線：さくら通り

エコ通勤対象エリア
集計対象路線
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出典：ETC2.0データ
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R2.10
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出典：地理院地図に主要渋滞箇所等を追記して掲載

エコ通勤の取組みにより交通量が減少したことで、旅行速度が向上することが確認された
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6１．TDM施策の取り組みについて：県中・県南地区 P6

（６） TDM施策による渋滞状況の変化（主要渋滞箇所）
●郡山市役所の東側に位置する豊田町交差点では、エコ通勤対象日の7時台の旅行速度が火曜日～木曜日と比べて1～2㎞/h向上。
●しかし、TDMの目標の１つは「エリア内主要渋滞箇所のピーク時旅行速度が20km/h以上に向上」であったが、20㎞/h以下の流入方

向が残存する結果となり、目標達成には至っていない。

▼郡山エコ通勤エリアの主要渋滞箇所の速度状況（7時台）

◆豊田町交差点では渋滞が緩和。
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▼豊田町交差点の旅行速度の変化

出典：ETC2.0データ（R1.10 平日7時台、R2.10 平日7時台、R3.10 平日7時台）
※エコ通勤実施日（月・金）、実施日以外（火・水・木）
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並木一丁目

豊田町開成山

桑野三丁目

さくら通り

エコ通勤対象エリア
主要渋滞箇所

④河内郡山線

①市道
(荒井八山田線)

③市道
(荒井八山田線) ②河内郡山線

出典：ETC2.0データ（R3.10 平日7時台）
※エコ通勤実施日（月・金）と実施日以外（火・水・木）の速度比較により判定
※地理院地図に主要渋滞箇所等を追記して掲載
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47.3%

40.3%

29.2%

24.3%

18.9%

18.5%

8.2%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

（N＝243）
※複数回答あり

公共交通機関の利便性向上
(増便、路線見直し等)

企業・団体からの支援
(在宅勤務・時差出勤等の制度充実)

エコ通勤の取組み参加者への
ポイント付与やクーポン配布

公共交通機関の料金値下げ

企業・団体からの支援(在宅勤務・
Web会議等のIT環境・設備の充実)

企業・団体からの支援
(公共交通利用等の費用面の支援)

レンタサイクルの活用

その他

大いに協力したい
12%

どちらかと言えば
協力したい

36%
どちらとも言えない

36%

どちらかと言えば
協力したくない

8%

全く協力したくない
6%

無回答
2%

7１．TDM施策の取り組みについて：県中・県南地区 P7

（７）エコ通勤の課題
●エコ通勤を再度実施する際に協力したいという回答者は全体の約4割。
●エコ通勤に必要だと思う支援やサービスで最も多かった回答は公共交通機関の利便性向上で、全体の約5割。
●エコ通勤の取組みを促進する課題として、周知の徹底も挙げられる。

▼エコ通勤を再度実施する場合の協力意向（自動車通勤者） ▼エコ通勤に必要だと思う支援やサービス（自動車通勤者）

エコ通勤を再度実
施する際に協力し
たいという回答者
49％

N=243

出典：エコ通勤事後アンケート調査結果

▼エコ通勤に取り組まなかった理由（自動車通勤者(自由回答)）
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1.8%
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5.4%

0% 5% 10% 15% 20%

家庭の都合（家族の送迎、帰りの買い物 等）
業務上の都合（出張、業務上車が必要 等）
時間・コストの都合（時間・費用がかかる 等）

公共交通が無い、不便、乗換が不便
通勤手段の変更が困難

遠方のため
(自宅が)エコ通勤対象エリア外

天候的な理由
エコ通勤の取組を知らなかった・よくわからなかった・忘れていた

体力、身体上の理由
心理的な理由（面倒 等）

元々エコ通勤をしている（徒歩・自転車・公共交通通勤、混雑時間帯を避けている 等）
その他 N=166 ※複数回答



●エコ通勤の取り組みにより、一定程度の効果があったことを確認できたが、当初の目標達成には至っていない。
●一般の方の協力を得てこの取組みを浸透させていくためには、来年度以降も関係機関と調整を行い、継続実施が必要。

エコ通勤に協力いただいた結果、交通量が減少し旅行速度の向上も見られたものの、
当初目標は未達。
一般の方の協力を得てこの取組みを浸透させていくためには、来年度以降も関係機関と
調整を行い、継続実施が必要。

目標 実績（・効果 ・課題）

交通量
（トラカン）

R1.10の交通量から15％減
（緊急事態宣言期間中と同等の減少率）

・R1.10の交通量から3％減
・エコ通勤取組み実施者が目標人数より少ないため、交通量削減
目標も達成には至っていない

速度
（ETC2.0） 主要渋滞箇所の速度が20km/h以上

・エリア全体で見ると7時台の速度は向上
・20km/h未満となる主要渋滞箇所が残存
・交通量の減少幅が少ないため速度向上への影響は小さく、目標
達成には至っていない

協力の実態
（アンケート） －

・自動車通勤者のうち3割程度の方がエコ通勤の取り組みを実施
・しかし、エコ通勤取組み人数が目標より少なかったと考えられる
・より実施しやすくするために必要な支援やサービスは、在宅勤務・時
差出勤等の制度充実、公共交通機関の利便性向上

8１．TDM施策の取り組みについて：県中・県南地区 P8

（８）まとめと今後の方針

▼エコ通勤の目標と実績


